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研究成果の概要（和文）：本研究ではモンゴル歴史･考古学研究所との国際共同プロジェクトとして、モンゴル
東部のスフバートル県テブシンシレー郡のドンゴインシレー碑文遺跡について、碑文解読と遺跡の発掘調査を行
なった。その結果、全長４～６ｍ前後の碑文14本を発掘し、遺跡マウンド中央からは、遺跡を方形に取りかこん
でいた碑文の根元や、それを取り巻く方形の周溝を発掘した。その周辺からは各時代に当時の遊牧民から備えら
れた供犠用の動物骨（羊や山羊、馬や牛など）や薄手焼きの土器断片を採取し、C14炭素年代分析を実施した。

碑文解読からは、本碑文は突厥第二可汗国のビルゲ可汗(716～734年)以降の東部王侯に関わる碑文遺跡と見なせ
よう。

研究成果の概要（英文）：As the international joint project with the Mongolian Historical and 
Archaeological Institute of Mongolian Academy of Science, during the periods from 2015 to 2017,  we 
excavated the Dongoin Shiree site in the Tevshinshiree county, Suchbaatar province of Eastern 
Mongolia. 
As the result of this project,  we could find 14 inscriptions and several archaeological materials 
such as fragments of several animal bones and vessels at the center and surroundings of the mound of
 this site. 
From the research of the inscriptions, at this present we can say that this is built for the prince 
titled Yabgu, later Tolis Shad of the governor of the Eastern Mongolia in the reign of the Bilge 
Qaghan (716-735) of the Second Old Turkic Qaghanate.  
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１．研究開始当初の背景 
（１）本研究代表者である大澤は、1996 年
以来、モンゴル高原の西半部の突厥及びウイ
グル時代の突厥文字碑文や関連遺跡につい
て、モンゴル科学アカデミー歴史・考古学研
究所と共同調査を実施する中で、オルホン碑
文や岩壁銘文の解読研究を行い、碑文の設立
背景や歴史事実について実証的に解明する
取り組みを続けてきた。 
（２）大澤は 2013 年 5 月末、上記研究所と
共に、これまで突厥史関係者から看過されて
きた東部モンゴルでの表面調査を行った際
に、スフバートル県テブシンシレ－郡の草原
から大規模な突厥文字碑文の断片を始めて
確認した。碑文断片の多くが遺跡の土中に埋
まっていると推察されたので、上記の研究所
と新たに学術協定を結んで、東部モンゴル新
発見の碑文遺跡について、モンゴル歴史・考
古学研究所との共同発掘調査を行うことで
合意するに至った。 
 
２．研究の目的 
（１）今回、発見された碑石は断片的で、そ
の多くが地中に埋もれている様が窺えたの
で、まずは日蒙の考古学者の協力を得て本遺
跡を学術的に発掘して、碑文解読と共に、出
土遺構や遺物から考古学的に遺跡の成立年
代や遺跡の性格を分析することで、今後の調
査に資するための調査データの集積に努め
ることを目指した。 
（２）本遺跡は既に大規模な盗掘を受けてお
り、碑文遺跡の修復と保護が緊急の課題であ
る。それ故、本研究では遺跡の現状と課題と
いう点に関して、日蒙の関係機関に修復復元
の重要性を提言すべく努力することも本研
究の目標に掲げた。 
 
３．研究の方法 
（１）本調査期間は平成 26 年度から平成 29 
年度までの 4 年間を対象とし、研究代表者で
ある大澤が、考古研究者からなる考古班、突
厥文字碑文の解読と歴史を担当する歴史文
献班やモンゴル国の文化財保護の専門家か
らなる文化財保護班を組織して、モンゴル歴
史・考古研及び関係研究者と共同調査してゆ
く。 
（２）本研究では、本遺跡の周辺地帯の遺跡
分布や地理的調査を行い、遺跡の立地背景を
考察するためのデータを蒐集する。 
（３）従来の碑文研究ではほとんど活用され
てこなかった考古学調査成果をも援用する
ことに加え、レーダー照射により破損文字の
復元を踏まえての解読も試み、拓本や写真か
らの読みを補強してゆく。 
（４）また本碑文・遺跡を将来的に修復保護
する際に必要な修復・保存方法について、現
地の専門家や住民の協力を得つつ、新たな提
言をしていきたい。 
 
４．研究成果 

（１）本遺跡の発掘を開始する前には、モン
ゴル側の調査体制の準備段階においては、具
体的な調査プランや発掘後の遺跡保護とい
う点をも視野に入れて準備作業と平行する
形で、突厥時代の東西の地域文化の差異を考
察するための資料蒐集として、モンゴル高原
の東西で、古代テュルク系遊牧民に関わる碑
文･遺跡の表面調査を実施した。その結果、
西部モンゴルの西北諸県の表面調査からは、
突厥時代に刻まれた複数の岩壁銘文や石人
遺跡や東ウイグル可汗国初期の突厥文字碑
文のテス碑文が本来立てられていた石槨遺
跡を表面調査することができた。 
（２）また、西モンゴル諸県の表面調査から
は、ホブド県のムンフハイルハン郡の岩山に
刻まれた漢文とシリア語碑文の調査を実施
した。その結果、漢文断片及び古代シリア語
銘文からは本碑文が元朝のテムル皇帝末期
の 13 世紀末に、オルドス地方を支配してい
た配下のオングート国王のネストリウス派
キリスト教を奉じたゲワルギスが、反元朝勢
力を築いて対立した西北モンゴル諸勢力へ
の遠征行軍時に刻ませたものであることが
明らかになった。 
（３）2015年春には、ヘンテイ県のデルゲル
ハン郡アグイト地区の草原に弧状に配列さ
れた石槨 14 基のうち、6 点を発掘調査した。
石槨の中には多数の花崗岩の石が積まれて
いたが、それらを取り除いた後の、土中から
は羊骨断片や焼成炭が出土した。 
（４）小動物の骨片や炭の放射性炭素年代は、
西暦 5世紀後半から 6世紀末頃を示しており、
本遺跡が突厥第一可汗国に建設された遺跡
であることを示唆する。 
（５）2015 年から 2017 年の秋 9 月にはスフ
バートル県テブシンシレー郡のドンゴイ
ン・シレー碑文遺跡を発掘調査した。その結
果、本遺跡は東南方向に向いた方形遺跡であ
ること、東南方向に未加工石が 1 点のみ確認
された。そして東西南北方向には約 2ｍ幅の
土手で囲まれていた形跡が窺えたものの、な
おその全体像を復元するにはあまりにも破
壊が進行している。土手の内部では、一辺 12
ｍ長さの周溝によって囲まれた中央箇所に
高さ 2ｍほどの長さをもつ方形石槨を取り囲
む形で、深さ 1.5ｍから計 14本の碑文断片が
掘り出された・ 
（６）碑文は 4ｍから 6.4ｍまでの高さをも
ち、幅 40～60ｃｍ，厚さ 30～50ｃｍほどの
寸法をもつ。碑文の材質はすべて花崗岩製で
あるが、灰色から白色もしくは薄茶色で、ま
た地質的にそれぞれ異なっており、近郊の
様々な地層を持つ岩場から切り出されてき
たことがわかる。 
（７）碑文の多くには西部モンゴル方面の突
厥時代の王族碑文に刻まれた突厥王族アシ
ナ一族に関わる雄山羊タムガが多く見られ
るものの、それ以外の様々な形のタムガが確
認でき、14本の碑文では 100以上も確認され
る。こうしたことから、本碑文遺跡が多数の



氏族や部族により建造されたことを物語る。 
（８）本碑文遺跡には西部オルホン碑文の碑
額に刻まれた突厥のアシナ（阿史那）一族と
は一部を変えて刻まれたタムガも確認され
るが、これは突厥王族の直系以外の傍系王族
の系譜に関わる氏族や部族が本碑文遺跡の
建設に関わっていたことを示唆する。 
（９）突厥ルーン文字からなる碑文は碑文の
上部から下部へ、右から左へと刻まれている。
文字自体は西部モンゴルのオルホン碑文と
何ら変わりはない。本碑文の特徴は、文字が
重ねて刻まれている点である。例えば、8 行
碑文の上から、4 行銘文、そして 2 行銘文か
ら 1行銘文へと文字がそのたびに倍の大きさ
になりつつ、同一文面が刻まれていることが
確認された。また各行間には界線がひかれ，
例えば 8 行銘文の場合は、各行は約 4～6ｃｍ
幅で、その範囲内に文字が収まるように刻ま
れている。 
（10）碑文内容はまだ検討すべき箇所が多い。
現時点では、一部の碑文解読からは、本碑文
の主人公は突厥第二可汗国の第 3 代目のビル
ゲ可汗（西暦 716～734 年）時代にそのヤブ
グ（副王）として、2 月 6日にトクズ･オグズ
（漢文でいう九姓オグズ、即ちウイグル族を
指す）に軍隊を派遣したこと、また後に「テ
リス・シャド」（東方の王侯で、モンゴル東
方領の軍政の最高指揮官）に就任して、当時
モンゴル東方で勢力を築きつつあったトク
ズ･タタール（漢文の九姓韃靼）と密接な軍
事・政治関係を持っていたことなどが窺える。 
（11）あくまでも現段階から言えることは、
本碑文は突厥第二可汗国のビルゲ可汗時代
にヤブグ（副王）として、対ウイグルで先頭
に立って戦う指揮官であり、その後、東方領
の軍政の最高指揮官テリス・シャドに就いて
いることから、本碑文の主人公は、突厥王族
のビルゲ可汗一族と関係の深い一族と見な
せる。そして当時の漢文文献や同時代の突厥
碑文やウイグル碑文との比較検討から、本主
人公としては、漢文史料で、ビルゲ可汗の死
後、734 年に即位した年弱の息子のテングリ
可汗の即位後に、東方領の指導者に就任した
突厥王族の傍流の判闕特勤（バン・キョルテ
ギン）に比定できよう。 
（12）そのマウンド中央におかれた石槨断片
の外表面には、唐代に盛行した花柄文様が浮
き彫りされている。マウンド中央部を掘り進
めると、中央の石槨を取り巻く方形の各辺に
は、碑文の根元断片が発見された。この根元
の場所からは、12本の碑文が中央の区画を方
形に取り囲む形で立てられていることが判
明した。 
（13）唐代の漢文史料からは、バン･キョル
テギンはテングリ可汗の死後、後継可汗に選
出されたビルゲ可汗の息子 2 人、そしてこれ
を殺害して即位したクトルグ･ヤブグ可汗が
ウイグル族により殺害されたあとは、突厥可
汗国の最大の実力者となった。本遺跡のマウ
ンド中央内部におかれた石槨を取り巻くよ

うに方形の各辺に立てられた 12 本の碑文こ
そは，碑文の主人公たる遺跡の被葬者が 12
部族の勢力からなる最大権力者、即ち 12 姓
突厥を象徴するものと見なすことができる
と大澤は考えている。 
（14）中央のマウンドを横切り形で、東西軸
と南北軸のトレンチ溝の中央からやや外側
の地点で、外側の溝の 12ｍの溝方形の区画か
らは、羊や山羊などの小動物の骨が発見され
た。また、遺跡中央の盗掘された区画からは、
馬の骨の断片や小動物の破片の他、鉄片、車
の軸破片、容器の破片などを発掘した。 
（15）上記のトレンチ溝の深さ 1.5ｍの地点
から掘り出された小動物の骨を放射性炭素
年代分析方法によって年代測定した結果、い
ずれの骨も 8世紀前半から 8世紀後半台に収
まることが判明し、本遺跡が突厥第二可汗国
期に建設されたことが判明する。 
（16）遺跡のマウンド中央箇所の碑文の根元
箇所からは、炭が摘出された。この遺物の放
射性炭素年代は 8世紀代であることが明らか
になり、本年代結果は、先の碑文解読から導
かれる年代と付合するものと言える。 
（17）それに対して、遺跡中央の盗掘された
区画の深さ 2ｍ近い地点から出土した馬骨や
小動物の角に関する放射性炭素年代測定に
よれば、骨の断片はそれぞれ 14 世紀代およ
び 17 世紀代を示し、14 世紀以降には本遺跡
が既に盗掘されて地層が撹乱されているこ
とが判明した。これら後代の年代結果は遺跡
の当初の建設年代を示すものではないにし
ろ、モンゴル時代以降にここを訪れた現地牧
民が本遺跡に対して犠牲獣を捧げて崇拝し
ていたことを示すものである。後代の人々が
本遺跡に対し尊崇の念を示していたことを
示す貴重なデータといえる。 
（18）またマウンド中央の石槨の前方（南東）
に見つかった直径 1.8ｍほどの円形窪地を深
さ 7.6ｍまで掘り進めたが、その途中では破
壊された石槨断片も見つかり、盗掘の際に放
り込まれたものであろう。なおその穴の発掘
ではまだ底部には至っておらず、更なる調査
を必要とする。 
（19）また、碑文 14 本のすべてには突厥文
字が刻まれているが、そのうちの 2 本には、
いまだ未解明の契丹小字の墨書銘文と、契丹
小字の刻文が発見された。契丹文字は上部か
ら下部へと書かれていたことから、これが書
かれた際には碑文は立っていたことが明ら
かである。このことから、本碑文は少なくと
も契丹小字が刻まれた 11 世紀までは現地に
立っていたことは確かであろう。 
(20)本碑文遺跡にはまだ調査が不明な箇所
の判読調査と同時代の文献比較検討を進め
ながら、併せて、本碑文遺跡の修復や文化財
としての保存方法について、現地の文化財保
護の専門家とも協議してゆく必要があろう。 
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